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そこで、DNA修復における ALC1の機能解析および ALC1の ATPase活性の意義を解明する
ために、chicken DT40細胞においてALC1遺伝子を破壊して ALC1-/-変異細胞を作成した。加
えて、E165Q 点変異を導入し ATPase 活性を低下させた変異細胞（ALC1-/E165Q）を作成した。




壊して、ALC1-/- PARP1-/-細胞を作成した。PARP1-/-細胞と ALC1-/- PARP1-/-細胞は、MMSに対し
ては同等の感受性を示した、これはALC1と PARP1が塩基除去修復において協調して機能す
ることを示唆するものである。一方過酸化水素への感受性は ALC1-/-細胞で最も強く、PARP1-/-





















 そこで、chicken DT40細胞において ALC1遺伝子を破壊した ALC1-/-細胞を作製し、表現型の解析









したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 2 月 6 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
 
